
　
新
藤
大
臣
は
第
二
次
安
倍
内
閣
発
足

以
来
1
年
8
カ
月
余
り
の
ご
在
任
で
し

た
。大
臣
は
就
任
後
直
ち
に
、総
務
省
の

施
策
を
分
か
り
や
す
く
、ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
い
う
形
で
目
標
化
し
、そ
の
実
現
の

た
め
に
具
体
的
に
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
対
策
の
迅
速
・
円
滑
な
実
施
を
図

る
た
め
、大
臣
が
創
設
さ
れ
た
1
・
4
兆

円
の「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」は
、

大
臣
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
話
題
に
な
り
、

地
方
団
体
に
大
変
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
25
年
度
の
地
方
公
務
員
給
与

を
国
家
公
務
員
並
み
に
減
額
す
る
措
置

は
、大
臣
自
ら
地
方
6
団
体
の
代
表
に

丁
寧
に
説
明
を
重
ね
ら
れ
た
こ
と
が
、

地
方
団
体
の
理
解
に
繋
が
り
ま
し
た
。

ご
在
任
中
の
総
務
省
提
出
法
案
は
22

本
、内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
と
し
て
提

出
さ
れ
た
法
案
が
4
本
、合
わ
せ
て
26

本
の
法
案
全
て
を
成
立
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。国
会
に
お
け
る
答
弁
の
回
数
は

2
5
3
1
回
に
及
び
、驚
異
的
な
回
数

で
あ
り
ま
す
。

　
大
臣
は
「
時
代
を
拓
く
カ
ギ
は

I
C
T
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
あ

る
」と
考
え
を
明
確
に
示
し
、行
政
の

I
C
T
化
の
徹
底
。E
ガ
バ
メ
ン
ト
閣

僚
会
議
の
創
設
を
唱
え
、電
子
政
府
の

推
進
を
リ
ー
ド
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、効

率
的
で
良
質
な
行
政
実
現
の
た
め
、政

策
評
価
の
標
準
化
と
重
点
化
を
推
進
さ

れ
ま
し
た
。

　
行
政
不
服
審
査
制
度
は
、法
制
定
後

じ
つ
に
52
年
ぶ
り
の
抜
本
改
正
を
成
し

遂
げ
ら
れ
、政
府
統
計
に
つ
い
て
も
新

機
軸
を
打
ち
出
さ
れ
、来
年
の
国
勢
調

査
で
は「
ビ
ッ
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」と
し
て

世
界
最
大
規
模
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
な
ど
、総
務
省
の
改
革

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
デ
ジ
日
本
方
式
の
国
際
展
開
で

は
、大
臣
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
在
任

中
に
6
カ
国
が
日
本
方
式
を
採
用
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。I
C
T
海
外
展

開
に
当
た
っ
て
は
、
16
カ
国
を
訪
問
さ

れ
、そ
の
う
ち
9
カ
国
は
総
務
大
臣
初

訪
問
で
あ
る
な
ど
精
力
的
な
取
り
組
み

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
臣
は
就
任
時
か
ら「
地
域
の

活
性
化
な
く
日
本
の
再
生
は
な
い
」と

主
張
さ
れ
、「
地
域
の
元
気
創
造
プ
ラ

ン
」を
策
定
推
進
。「
総
務
省
は
事
業
官

庁
た
れ
」と
い
う
大
臣
の
お
考
え
の
下

に
、地
域
経
済
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ

ク
ル
を
実
現
す
る
交
付
金
事
業
を
創
設

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、地
域
活
性
化
の
推

進
に
関
す
る
閣
僚
会
議
を
新
設
さ
れ
、

地
方
の
課
題
を
関
係
省
庁
で
総
合
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
す
る
地
域
活
性
化
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
臣
は
お
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

な
か
で
、努
め
て
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
を
は
じ
め
、地
域
活
性
化
に
取
り

組
む
地
域
を
訪
問
し
て
、激
励
さ
れ
ま

し
た
。総
務
大
臣
初
訪
問
の
市
町
村
も

多
く
、現
地
で
は
行
政
相
談
委
員
や
郵

便
局
員
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
ら
と

意
見
交
換
を
行
い
、現
場
の
声
を
汲
み

取
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
大
臣
に
は
、ご
在
任
中
に
、数
え
き
れ

な
い
ほ
ど
多
く
の
功
績
を
残
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。大
臣
の
仕
事
振
り
は
、質

的
に
は
も
と
よ
り
、量
的
に
も
圧
倒
的

な
も
の
で
、大
臣
の
ご
尽
力
に
よ
り
、総

務
省
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
大
い
に
進

み
ま
し
た
。

改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。今

後
は
総
務
省
の
応
援
団
長
と
し
て
ご
支

援
を
頂
き
た
く
、宜
し
く
御
願
い
い
た

し
ま
す
。　 

（
一
部
抜
粋
）

　
九
月
の
内
閣
改
造
に
よ
り
交
代
す
る

ま
で
、一
年
八
ヶ
月
に
わ
た
り
総
務
大

臣
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

在
任
中
に
賜
っ
た
ご
声
援
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
は
地
方
創
生
に
か
か
る
衆
議
院

の
特
別
委
員
会
・
与
党
筆
頭
理
事
や
、自

民
党
の
統
合
実
行
本
部
・
筆
頭
本
部
長

代
理
を
拝
命
し
、国
会
側
に
お
け
る
地

方
創
生
の
推
進
役
と
し
て
、大
臣
時
代

と
は
ま
た
別
の
目
の
回
る
よ
う
な
忙
し

さ
の
中
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　「
日
本
を
取
り
戻
す
。」私
達
が
目
指

す
の
は
、経
済
成
長
と
財
政
再
建
を
両

立
さ
せ
、強
い
経
済
と
優
し
い
社
会
を

実
現
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」は
、雇
用
の
改
善

や
賃
金
の
上
昇
な
ど
、一
定
の
成
果
を

上
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、未
だ
歩
み
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

　
特
に
景
気
回
復
の
実
感
を
全
国
各
地

に
お
届
け
す
る
た
め
に
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
特
性
を
活
か
し
た「
地
方
創
生
」

の
強
力
な
推
進
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
併
せ
て
、日
本
の
新
し
い
成
長
を
創

り
だ
す
た
め
に
は
、「
I
C
T
」（
情
報
通

信
技
術
）を
活
用
し
た
技
術
や
、サ
ー
ビ

ス
の
新
し
い
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」を
起
こ
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
医
療
や
教
育
、防
災
な
ど
我
が
国
の

社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
日
本
独
自
の

新
た
な
シ
ス
テ
ム
は
、他
国
の
課
題
解

決
に
も
活
用
で
き
ま
す
。日
本
は
こ
れ

ら
を「
国
際
展
開
」す
る
こ
と
で
、世
界

に
貢
献
し
つ
つ
、自
国
の
経
済
市
場
を

拡
大
出
来
る
の
で
す
。

　
始
め
た
ば
か
り
の
安
倍
政
権
の
諸

政
策
を
ま
っ
す
ぐ
進
め
き
る
こ
と
が
、

「
日
本
の
元
気
を
創
り
だ
し
」、国
民
の

皆
さ
ま
に「
明
日
の
希
望
」を
も
た
ら

す
と
信
じ
、精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
日
本
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
つ
く
る

た
め
に
は「
こ
の
道
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」。

皆
様
の
お
力
を
ぜ
ひ
と
も
貸
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　   

　
　
　
　
　
新
藤

　義
孝
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大臣室で「チーム新藤」の官僚たち36人と最後の記念写真

日本国の閣僚初訪問を歓迎する子ども達（モルディブ・ナイファル島）

今号に関する動画や資料は、新藤義孝ホームページに満載されています。ぜひご覧ください。

新
藤
総
務
大
臣
の
足
跡

大
臣
在
任
中
の
活
躍
を
知
る
資
料
と
し
て
、
総
務
事
務
次
官
の
「
送
別
の
辞
」
を
転
載
。

提
出
さ
れ
た
法
案
26
本
、
全
て
成
立
。

答
弁
の
回
数
2
5
3
1
回
は

実
に
驚
異
的
な
回
数
で
あ
り
ま
す
。

埼
玉
第
2
選
挙
区・新
藤
義
孝
支
部
長

（
第
2
次
安
倍
内
閣・総
務
大
臣
）の
、

政
治
活
動
と
政
策
を
特
集
し
ま
す
。

日本の元気! 地方創生を推進する。
経済再生の流れを止めてはならない。

総務大臣執務室にて

平成26年（2014年）11月17日（月曜日）  〈 4〉（第三種郵便物認可）

総務省



新藤義孝プロフィール 現場を重視し、成果を出す政治。

母
方
の
祖
父
は
硫
黄
島
最
高
司
令
官
の

栗
林
忠
道
陸
軍
大
将

二
男
一
女
の
長
男
と
し
て

す
く
す
く
と
育
つ
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
新
た
な
成
長
戦
略

Information/Communication/Technology

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
、
様
々
な
情
報

や
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
、
新
た
な
付
加

価
値
産
業
を
興
し
、
社
会
的
課
題
を
解
決
さ

せ
て
い
き
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

経
済
成
長
を
目
指
し
ま
す
。

 
事
業
の
効
率
性
を
飛
躍
的
に
高
め
る
例
と

し
て
、

●
教
育
と
I
C
T
の
連
携
で
、遠
隔
教
育
が
可
能
。

●
交
通
と
I
C
T
の
連
携
で
、渋
滞
の
緩
和
が
可
能
。

●
農
業
と
I
C
T
の
連
携
で
、流
通
の
無
駄
が
排
除
。

●
衛
星
と
I
C
T
の
連
携
で
、防
災
の
精
度
ア
ッ
プ
。

●
労
働
と
I
C
T
の
連
携
で
、テ
レ
ワ
ー
ク
社
会
に
。

●
地
デ
ジ
と
I
C
T
の
連
携
で
、通
信
と
情
報
の
融
合
。

　I
C
T
に
よ
る
新
た
な
社
会
の
共
通
基
盤
を

構
築
す
る
こ
と
で
、同
じ
経
費
で
数
倍
の
効
果

を
得
た
り
、同
じ
効
果
を
数
分
の
一
の
経
費
で

も
た
ら
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

I
C
T
の
徹
底
導
入
は
劇
的
な
経
済
成
長
を

も
た
ら
す
の
で
す
。

　総
務
大
臣
と
し
て
始
め
た
日
本
を
元
気
に

す
る
新
し
い
戦
略
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。
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長崎県対馬市志多留地区で、島おこし共働隊と地区の皆さんと。

光ファイバーのネットワークを活用し、タブレット端末で天気予報
を見て、市場価格の動向も予測、効率的な採集と市場選びで
高収入を。「料理用葉っぱビジネス」など地方創生にもICTが活
躍しています。（徳島県上勝町の元気なお年寄り）

東京大学での「レアアースシンポジウム」で講演。

安倍首相と硫黄島を慰霊訪問する。

子どもたちは、国の宝。明るい笑顔がわれわれの元気の源。

今号に関する動画や資料は、新藤義孝ホームページに満載されています。ぜひご覧ください。

新
藤
義
孝
が
取
り
組
む
最
重
要
政
策

■昭和33年1月
埼玉県川口市
に生まれる。
■昭和55年
明治大学卒業

■平成8年10月
衆議院総選挙で初当選（3 8
歳）。地元川口から29年ぶりに与
党・自民党代議士が誕生する

■平成23年1月
衆議院 決算･行政監視委員長に就
任。｢国会版事業仕分け｣を始める。

■平成25年8月
川口からは56年ぶり2人目の大臣が誕生。
皆さまのご支援おかげさまです。感謝

■平成25年4月
祖父が祀られている靖国神社へは
毎年参拝。大臣就任後も戦没した
方々へ尊崇の念を持って参拝を続
けていることがニュースに。

■平成26年10月
衆議院地方創生に関する特別委員
会筆頭理事に就任。地域の元気の
ため、新型交付金の創設や地方交
付税の充実強化など実効性ある施
策を総理に提案。

■
平
成
23
年
8
月

韓
国
鬱
陵
島
に
あ
る
竹
島
博
物
館
な
ど
の

視
察
に
訪
れ
る
。金
浦
空
港
で
は
入
国
反

対
デ
モ
が
あ
り
、韓
国
政
府
か
ら
は
法
的

根
拠
の
な
い
入
国
禁
止
措
置
を
受
け
る
。

■平成9年9月
北方領土の択捉島を訪問。領土問
題に対して具体的な活動を行う。

■平成9年4月
コソボ難民の状況を視察するために
自費で現地へ。「顔の見える国際貢献」
を始める。当時の国際高等弁務官
だった緒方貞子氏より｢いちばん動き
が早い日本の政治家｣と称される。

■平成13年5月
小泉内閣で総務大臣政務官を拝命。総務
省が各府省に行政運営の改善を求める行
政評価・監視制度のさらなる活用を提言す
るなど行政改革に注力。

■
昭
和
55
年
4
月

川
口
市
役
所
に
11
年
間
奉

職
。
川
口
の
街
づ
く
り
な

ど
に
携
わ
る
。

■
平
成
19
年
8
月

第
１
次
安
倍
改
造
内
閣
、

福
田
内
閣
で
経
済
産
業
副

大
臣
を
拝
命
。日
本
経
済
の

立
て
直
し
の
提
言
を
行
う
。

■
平
成
17
年
11
月

自
民
党「
国
防
部
会
長
」に

就
任
。外
交・領
土・防
衛
を

総
合
的
に
考
え
る
自
民
党

きって
の
論
客
と
言
わ
れ
る
。

■
平
成
14
年
10
月

小
泉
改
造
内
閣
で
外
務
大

臣
政
務
官
を
拝
命
。日
露
非

核
化
協
力
プ
ロ
ジェク
ト
推
進

の
提
案
を
ま
と
め
上
げ
る
。

■
平
成
24
年
8
月

尖
閣
諸
島
を
洋
上
視
察
。

■
平
成
21
年
10
月

自
民
党
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア

局
長
に
就
任
。自
民
党
ネ

ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

を
起
ち
上
げ
る
。

■平成10年9月
川口に小渕恵三元総理大臣を視察に招
く。永田町から近くて遠いと言われていた川
口に初めて総理大臣が訪問。これが全国
初の「タウンミーティング」となった。

All be happ
y

日
本
の
領
土
と
主
権
を
守
る
。

歴
史
事
実
と
法
と
正
義
に
よ
る
解
決
を
。

　
国
家
を
成
立
さ
せ
る
3
つ
の
基
本
要
素
は
、【
国
民

意
識
の
統
合
】【
領
土
の
保
全
】【
主
権
の
確
立
】で
す
。

国
家
の
基
本
問
題
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
国
は
、国
際

社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
ず
、国
益
を
失
う
の
で
す
。

　
前
政
権
時
代
の
平
成
24
年
7
月
、ロ
シ
ア
の
首

相
が
国
後
島
に
2
度
目
の
上
陸
。同
年
8
月
韓
国

の
大
統
領
が
竹
島
に
初
上
陸
。そ
し
て
同
8
月
尖

閣
諸
島
に
香
港
の
活
動
家
が
上
陸
。現
状
、尖
閣

周
辺
へ
の
中
国
監
視
船
の
侵
入
は
常
態
化
し
、海

保
が
厳
重
な
警
備
体
制
を
継
続
中
で
す
。

　
本
年
は
小
笠
原
諸
島
の
領
海
内
に
、9
月
以
降

中
国
漁
船
が
2
0
0
隻
以
上
侵
入
し
、赤
珊
瑚
の

密
漁
が
行
わ
れ
、海
上
保
安
庁
の
体
制
や
取
締
法

の
執
行
強
化
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
自
民
党「
領
土
に
関
す
る
特
命
委
員
会
」の
活

動
と
共
に
、超
党
派
の「
日
本
の
領
土
を
守
る
た
め

行
動
す
る
議
員
連
盟
」の
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　今
後
、領
土
問
題
に
関
す
る
政
府
体
制
の
拡
充
、

国
際
社
会
へ
の
情
報
発
信
強
化
、学
術
研
究
の
た

め
の
新
機
関
設
立
な
ど
、冷
静
か
つ
具
体
的
対
抗

策
の
確
立
に
向
け
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

海
洋
資
源
開
発
の
国
策
化
。

資
源
小
国
か
ら
海
洋
資
源
大
国
へ
。

　
日
本
の
国
土
面
積
は
世
界
61
位
で
す
が
、排
他
的

経
済
水
域（
E
E
Z
）は
世
界
6
位
の
広
さ
を
持
つ

海
洋
国
家
で
す
。日
本
近
海
に
は
、メ
タ
ン
ハ
イ
ド

レ
ー
ト（
燃
え
る
水
）と
い
わ
れ
る
次
世
代
天
然
ガ

ス
が
、確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
年
間
使
用
量
の

約
1
0
0
年
分
存
在
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
南
鳥
島
沖
合
の
深
さ
6
0
0
0
㍍
付
近
で
各

県
さ
れ
た
レ
ア
ア
ー
ス
泥
は
埋
蔵
量
が
世
界
の

陸
地
に
あ
る
も
の
の
8
0
0
倍
に
な
る
と
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。海
底
熱
水
鉱
床
に
は
、銅
・
亜

鉛
・
マ
ン
ガ
ン
・
金
・
銀
等
が
80
兆
円
分
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　私
は
こ
う
し
た
海
洋
石
油
・
鉱
物
資
源
開
発
を

国
家
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
徹
底
的
に
推

進
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、自
民
党
内
に「
資
源

確
保
戦
略
推
進
議
員
連
盟
」を
立
ち
上
げ
、推
進

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　総
務
大
臣
と
し
て
、海
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
構

想
を
提
唱
し
、来
年
度
に
は
海
上
の
通
信
環
境
を

飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
た
め
の
実
証
実
験
も
開

始
さ
れ
ま
す
。

川
口
の
元
気
を
つ
く
る
。

課
題
解
決
と
新
た
な
魅
力
づ
く
り
。

　
私
た
ち
の
ま
ち
、川
口
市
は
人
口
約
59
万
人
。政

令
指
定
都
市
を
除
く
全
国
3
位
の
大
都
市
で
す
。

鋳
物
・
機
械
、植
木
の
地
場
産
業
の
ま
ち
で
あ
る
一

方
、首
都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

我
が
ま
ち
の
課
題
解
消
策
の
一
例
を
挙
げ
ま
す
。

①
交
通
混
雑
の
解
消
の
た
め
に
、湘
南
新
宿
ラ
イ

ン
の
川
口
駅
停
車
▼
J
R
東
日
本
と
交
渉
中
。

②
東
部
地
区
の
交
通
不
便
の
解
消
の
た
め
に
、日

暮
里
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
と
の
ア
ク
セ
ス
の
改
善
▼

川
口
市
に
お
い
て
調
査
研
究
中
。

③
治
安
の
向
上
の
た
め
の
北
部
に
警
察
署
の
新

設
▼
国
・
県
な
ど
関
係
機
関
と
折
衝
中
。

④
医
療
・
福
祉
連
携
の
た
め
の
、地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
I
C
T
化
と
、メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ガ
バ

ン
ク
事
業
へ
の
参
加
。▼
川
口
市
へ
提
案
中
。

⑤
N
H
K
跡
地
・
S
K
I
P
シ
テ
ィ
を
活
用
し
た

新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
誘
致
・
取
り
組
み
。▼

総
務
省
、N
H
K
、県
、市
で
協
議
中
。

　私
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、新
し
い
川

口
の
元
気
を
つ
く
る
た
め
に
、国
・
県
・
市
の
連
携

を
強
め
、実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
創
生
の
推
進
。

地
域
の
元
気
の
か
た
ま
り
を
日
本
の
元
気
に
。

　
東
京
へ
の
一
極
集
中
に
歯
止
め
を
か
け
、

人
の
流
れ
を
変
え
る
。魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
支
援
し
、地
域
資
源
や
恵
ま
れ
た
生
活

環
境
の
も
と
で
、多
く
の
雇
用
を
創
り
だ

す
。そ
れ
が
地
方
創
生
で
す
。

●
人
口
減
少
問
題
は
、女
性
が
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
社
会
を
創
る
こ
と
。若
者
が
、就

労
・
結
婚
・
子
育
て
へ
の
希
望
を
持
て
る
施
策

を
打
つ
こ
と
。

●
バ
ラ
マ
キ
と
な
ら
ず
自
由
な
事
業
を
応
援

す
る
新
型
交
付
金
の
創
設
や
、自
立
し
た
地

域
づ
く
り
の
た
め
の
地
方
交
付
税
の
拡
充
・

強
化
を
行
い
ま
す
。

●
政
府
内
に
国
の
タ
テ
割
行
政
を
排
し
、各

省
連
携
を
強
化
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
構
築
し
、従
来
と
は
異
次
元
の
推
進

体
制
と
し
ま
す
。

●
主
役
で
あ
る
地
方
は
責
任
と
自
主
性
を

持
ち
ま
す
。事
業
の
持
続
可
能
性
や
採
算

性
、数
値
目
標
の
設
定
や
そ
の
効
果
検
証
を

盛
り
込
ん
だ
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
す
。
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新藤義孝プロフィール 現場を重視し、成果を出す政治。

母
方
の
祖
父
は
硫
黄
島
最
高
司
令
官
の

栗
林
忠
道
陸
軍
大
将

二
男
一
女
の
長
男
と
し
て

す
く
す
く
と
育
つ
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
新
た
な
成
長
戦
略

Information/Communication/Technology

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
、
様
々
な
情
報

や
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
、
新
た
な
付
加

価
値
産
業
を
興
し
、
社
会
的
課
題
を
解
決
さ

せ
て
い
き
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

経
済
成
長
を
目
指
し
ま
す
。

 

事
業
の
効
率
性
を
飛
躍
的
に
高
め
る
例
と

し
て
、

●
教
育
と
I
C
T
の
連
携
で
、遠
隔
教
育
が
可
能
。

●
交
通
と
I
C
T
の
連
携
で
、渋
滞
の
緩
和
が
可
能
。

●
農
業
と
I
C
T
の
連
携
で
、流
通
の
無
駄
が
排
除
。

●
衛
星
と
I
C
T
の
連
携
で
、防
災
の
精
度
ア
ッ
プ
。

●
労
働
と
I
C
T
の
連
携
で
、テ
レ
ワ
ー
ク
社
会
に
。

●
地
デ
ジ
と
I
C
T
の
連
携
で
、通
信
と
情
報
の
融
合
。

　I
C
T
に
よ
る
新
た
な
社
会
の
共
通
基
盤
を

構
築
す
る
こ
と
で
、同
じ
経
費
で
数
倍
の
効
果

を
得
た
り
、同
じ
効
果
を
数
分
の
一
の
経
費
で

も
た
ら
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

I
C
T
の
徹
底
導
入
は
劇
的
な
経
済
成
長
を

も
た
ら
す
の
で
す
。

　総
務
大
臣
と
し
て
始
め
た
日
本
を
元
気
に

す
る
新
し
い
戦
略
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

B4タブ（272×382ミリ）
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長崎県対馬市志多留地区で、島おこし共働隊と地区の皆さんと。

光ファイバーのネットワークを活用し、タブレット端末で天気予報
を見て、市場価格の動向も予測、効率的な採集と市場選びで
高収入を。「料理用葉っぱビジネス」など地方創生にもICTが活
躍しています。（徳島県上勝町の元気なお年寄り）

東京大学での「レアアースシンポジウム」で講演。

安倍首相と硫黄島を慰霊訪問する。

子どもたちは、国の宝。明るい笑顔がわれわれの元気の源。

今号に関する動画や資料は、新藤義孝ホームページに満載されています。ぜひご覧ください。

新
藤
義
孝
が
取
り
組
む
最
重
要
政
策

■昭和33年1月
埼玉県川口市
に生まれる。
■昭和55年
明治大学卒業

■平成8年10月
衆議院総選挙で初当選（3 8
歳）。地元川口から29年ぶりに与
党・自民党代議士が誕生する

■平成23年1月
衆議院 決算･行政監視委員長に就
任。｢国会版事業仕分け｣を始める。

■平成25年8月
川口からは56年ぶり2人目の大臣が誕生。
皆さまのご支援おかげさまです。感謝

■平成25年4月
祖父が祀られている靖国神社へは
毎年参拝。大臣就任後も戦没した
方々へ尊崇の念を持って参拝を続
けていることがニュースに。

■平成26年10月
衆議院地方創生に関する特別委員
会筆頭理事に就任。地域の元気の
ため、新型交付金の創設や地方交
付税の充実強化など実効性ある施
策を総理に提案。

■
平
成
23
年
8
月

韓
国
鬱
陵
島
に
あ
る
竹
島
博
物
館
な
ど
の

視
察
に
訪
れ
る
。金
浦
空
港
で
は
入
国
反

対
デ
モ
が
あ
り
、韓
国
政
府
か
ら
は
法
的

根
拠
の
な
い
入
国
禁
止
措
置
を
受
け
る
。

■平成9年9月
北方領土の択捉島を訪問。領土問
題に対して具体的な活動を行う。

■平成9年4月
コソボ難民の状況を視察するために
自費で現地へ。「顔の見える国際貢献」
を始める。当時の国際高等弁務官
だった緒方貞子氏より｢いちばん動き
が早い日本の政治家｣と称される。

■平成13年5月
小泉内閣で総務大臣政務官を拝命。総務
省が各府省に行政運営の改善を求める行
政評価・監視制度のさらなる活用を提言す
るなど行政改革に注力。

■
昭
和
55
年
4
月

川
口
市
役
所
に
11
年
間
奉

職
。
川
口
の
街
づ
く
り
な

ど
に
携
わ
る
。

■
平
成
19
年
8
月

第
１
次
安
倍
改
造
内
閣
、

福
田
内
閣
で
経
済
産
業
副

大
臣
を
拝
命
。日
本
経
済
の

立
て
直
し
の
提
言
を
行
う
。

■
平
成
17
年
11
月

自
民
党「
国
防
部
会
長
」に

就
任
。外
交・領
土・防
衛
を

総
合
的
に
考
え
る
自
民
党

きって
の
論
客
と
言
わ
れ
る
。

■
平
成
14
年
10
月

小
泉
改
造
内
閣
で
外
務
大

臣
政
務
官
を
拝
命
。日
露
非

核
化
協
力
プ
ロ
ジェク
ト
推
進

の
提
案
を
ま
と
め
上
げ
る
。

■
平
成
24
年
8
月

尖
閣
諸
島
を
洋
上
視
察
。

■
平
成
21
年
10
月

自
民
党
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア

局
長
に
就
任
。自
民
党
ネ

ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

を
起
ち
上
げ
る
。

■平成10年9月
川口に小渕恵三元総理大臣を視察に招
く。永田町から近くて遠いと言われていた川
口に初めて総理大臣が訪問。これが全国
初の「タウンミーティング」となった。

All be happ
y

日
本
の
領
土
と
主
権
を
守
る
。

歴
史
事
実
と
法
と
正
義
に
よ
る
解
決
を
。

　
国
家
を
成
立
さ
せ
る
3
つ
の
基
本
要
素
は
、【
国
民

意
識
の
統
合
】【
領
土
の
保
全
】【
主
権
の
確
立
】で
す
。

国
家
の
基
本
問
題
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
国
は
、国
際

社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
ず
、国
益
を
失
う
の
で
す
。

　
前
政
権
時
代
の
平
成
24
年
7
月
、ロ
シ
ア
の
首

相
が
国
後
島
に
2
度
目
の
上
陸
。同
年
8
月
韓
国

の
大
統
領
が
竹
島
に
初
上
陸
。そ
し
て
同
8
月
尖

閣
諸
島
に
香
港
の
活
動
家
が
上
陸
。現
状
、尖
閣

周
辺
へ
の
中
国
監
視
船
の
侵
入
は
常
態
化
し
、海

保
が
厳
重
な
警
備
体
制
を
継
続
中
で
す
。

　
本
年
は
小
笠
原
諸
島
の
領
海
内
に
、9
月
以
降

中
国
漁
船
が
2
0
0
隻
以
上
侵
入
し
、赤
珊
瑚
の

密
漁
が
行
わ
れ
、海
上
保
安
庁
の
体
制
や
取
締
法

の
執
行
強
化
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
自
民
党「
領
土
に
関
す
る
特
命
委
員
会
」の
活

動
と
共
に
、超
党
派
の「
日
本
の
領
土
を
守
る
た
め

行
動
す
る
議
員
連
盟
」の
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　今
後
、領
土
問
題
に
関
す
る
政
府
体
制
の
拡
充
、

国
際
社
会
へ
の
情
報
発
信
強
化
、学
術
研
究
の
た

め
の
新
機
関
設
立
な
ど
、冷
静
か
つ
具
体
的
対
抗

策
の
確
立
に
向
け
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

海
洋
資
源
開
発
の
国
策
化
。

資
源
小
国
か
ら
海
洋
資
源
大
国
へ
。

　
日
本
の
国
土
面
積
は
世
界
61
位
で
す
が
、排
他
的

経
済
水
域（
E
E
Z
）は
世
界
6
位
の
広
さ
を
持
つ

海
洋
国
家
で
す
。日
本
近
海
に
は
、メ
タ
ン
ハ
イ
ド

レ
ー
ト（
燃
え
る
水
）と
い
わ
れ
る
次
世
代
天
然
ガ

ス
が
、確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
年
間
使
用
量
の

約
1
0
0
年
分
存
在
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
南
鳥
島
沖
合
の
深
さ
6
0
0
0
㍍
付
近
で
各

県
さ
れ
た
レ
ア
ア
ー
ス
泥
は
埋
蔵
量
が
世
界
の

陸
地
に
あ
る
も
の
の
8
0
0
倍
に
な
る
と
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。海
底
熱
水
鉱
床
に
は
、銅
・
亜

鉛
・
マ
ン
ガ
ン
・
金
・
銀
等
が
80
兆
円
分
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　私
は
こ
う
し
た
海
洋
石
油
・
鉱
物
資
源
開
発
を

国
家
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
徹
底
的
に
推

進
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、自
民
党
内
に「
資
源

確
保
戦
略
推
進
議
員
連
盟
」を
立
ち
上
げ
、推
進

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　総
務
大
臣
と
し
て
、海
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
構

想
を
提
唱
し
、来
年
度
に
は
海
上
の
通
信
環
境
を

飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
た
め
の
実
証
実
験
も
開

始
さ
れ
ま
す
。

川
口
の
元
気
を
つ
く
る
。

課
題
解
決
と
新
た
な
魅
力
づ
く
り
。

　
私
た
ち
の
ま
ち
、川
口
市
は
人
口
約
59
万
人
。政

令
指
定
都
市
を
除
く
全
国
3
位
の
大
都
市
で
す
。

鋳
物
・
機
械
、植
木
の
地
場
産
業
の
ま
ち
で
あ
る
一

方
、首
都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

我
が
ま
ち
の
課
題
解
消
策
の
一
例
を
挙
げ
ま
す
。

①
交
通
混
雑
の
解
消
の
た
め
に
、湘
南
新
宿
ラ
イ

ン
の
川
口
駅
停
車
▼
J
R
東
日
本
と
交
渉
中
。

②
東
部
地
区
の
交
通
不
便
の
解
消
の
た
め
に
、日

暮
里
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
と
の
ア
ク
セ
ス
の
改
善
▼

川
口
市
に
お
い
て
調
査
研
究
中
。

③
治
安
の
向
上
の
た
め
の
北
部
に
警
察
署
の
新

設
▼
国
・
県
な
ど
関
係
機
関
と
折
衝
中
。

④
医
療
・
福
祉
連
携
の
た
め
の
、地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
I
C
T
化
と
、メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ガ
バ

ン
ク
事
業
へ
の
参
加
。▼
川
口
市
へ
提
案
中
。

⑤
N
H
K
跡
地
・
S
K
I
P
シ
テ
ィ
を
活
用
し
た

新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
誘
致
・
取
り
組
み
。▼

総
務
省
、N
H
K
、県
、市
で
協
議
中
。

　私
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、新
し
い
川

口
の
元
気
を
つ
く
る
た
め
に
、国
・
県
・
市
の
連
携

を
強
め
、実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
創
生
の
推
進
。

地
域
の
元
気
の
か
た
ま
り
を
日
本
の
元
気
に
。

　
東
京
へ
の
一
極
集
中
に
歯
止
め
を
か
け
、

人
の
流
れ
を
変
え
る
。魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
支
援
し
、地
域
資
源
や
恵
ま
れ
た
生
活

環
境
の
も
と
で
、多
く
の
雇
用
を
創
り
だ

す
。そ
れ
が
地
方
創
生
で
す
。

●
人
口
減
少
問
題
は
、女
性
が
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
社
会
を
創
る
こ
と
。若
者
が
、就

労
・
結
婚
・
子
育
て
へ
の
希
望
を
持
て
る
施
策

を
打
つ
こ
と
。

●
バ
ラ
マ
キ
と
な
ら
ず
自
由
な
事
業
を
応
援

す
る
新
型
交
付
金
の
創
設
や
、自
立
し
た
地

域
づ
く
り
の
た
め
の
地
方
交
付
税
の
拡
充
・

強
化
を
行
い
ま
す
。

●
政
府
内
に
国
の
タ
テ
割
行
政
を
排
し
、各

省
連
携
を
強
化
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
構
築
し
、従
来
と
は
異
次
元
の
推
進

体
制
と
し
ま
す
。

●
主
役
で
あ
る
地
方
は
責
任
と
自
主
性
を

持
ち
ま
す
。事
業
の
持
続
可
能
性
や
採
算

性
、数
値
目
標
の
設
定
や
そ
の
効
果
検
証
を

盛
り
込
ん
だ
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
す
。
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新
藤
大
臣
は
第
二
次
安
倍
内
閣
発
足

以
来
1
年
8
カ
月
余
り
の
ご
在
任
で
し

た
。大
臣
は
就
任
後
直
ち
に
、総
務
省
の

施
策
を
分
か
り
や
す
く
、ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
い
う
形
で
目
標
化
し
、そ
の
実
現
の

た
め
に
具
体
的
に
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
対
策
の
迅
速
・
円
滑
な
実
施
を
図

る
た
め
、大
臣
が
創
設
さ
れ
た
1
・
4
兆

円
の「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」は
、

大
臣
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
話
題
に
な
り
、

地
方
団
体
に
大
変
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
25
年
度
の
地
方
公
務
員
給
与

を
国
家
公
務
員
並
み
に
減
額
す
る
措
置

は
、大
臣
自
ら
地
方
6
団
体
の
代
表
に

丁
寧
に
説
明
を
重
ね
ら
れ
た
こ
と
が
、

地
方
団
体
の
理
解
に
繋
が
り
ま
し
た
。

ご
在
任
中
の
総
務
省
提
出
法
案
は
22

本
、内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
と
し
て
提

出
さ
れ
た
法
案
が
4
本
、合
わ
せ
て
26

本
の
法
案
全
て
を
成
立
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。国
会
に
お
け
る
答
弁
の
回
数
は

2
5
3
1
回
に
及
び
、驚
異
的
な
回
数

で
あ
り
ま
す
。

　
大
臣
は
「
時
代
を
拓
く
カ
ギ
は

I
C
T
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
あ

る
」と
考
え
を
明
確
に
示
し
、行
政
の

I
C
T
化
の
徹
底
。E
ガ
バ
メ
ン
ト
閣

僚
会
議
の
創
設
を
唱
え
、電
子
政
府
の

推
進
を
リ
ー
ド
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、効

率
的
で
良
質
な
行
政
実
現
の
た
め
、政

策
評
価
の
標
準
化
と
重
点
化
を
推
進
さ

れ
ま
し
た
。

　
行
政
不
服
審
査
制
度
は
、法
制
定
後

じ
つ
に
52
年
ぶ
り
の
抜
本
改
正
を
成
し

遂
げ
ら
れ
、政
府
統
計
に
つ
い
て
も
新

機
軸
を
打
ち
出
さ
れ
、来
年
の
国
勢
調

査
で
は「
ビ
ッ
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」と
し
て

世
界
最
大
規
模
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
な
ど
、総
務
省
の
改
革

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
デ
ジ
日
本
方
式
の
国
際
展
開
で

は
、大
臣
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
在
任

中
に
6
カ
国
が
日
本
方
式
を
採
用
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。I
C
T
海
外
展

開
に
当
た
っ
て
は
、
16
カ
国
を
訪
問
さ

れ
、そ
の
う
ち
9
カ
国
は
総
務
大
臣
初

訪
問
で
あ
る
な
ど
精
力
的
な
取
り
組
み

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
臣
は
就
任
時
か
ら「
地
域
の

活
性
化
な
く
日
本
の
再
生
は
な
い
」と

主
張
さ
れ
、「
地
域
の
元
気
創
造
プ
ラ

ン
」を
策
定
推
進
。「
総
務
省
は
事
業
官

庁
た
れ
」と
い
う
大
臣
の
お
考
え
の
下

に
、地
域
経
済
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ

ク
ル
を
実
現
す
る
交
付
金
事
業
を
創
設

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、地
域
活
性
化
の
推

進
に
関
す
る
閣
僚
会
議
を
新
設
さ
れ
、

地
方
の
課
題
を
関
係
省
庁
で
総
合
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
す
る
地
域
活
性
化
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
臣
は
お
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

な
か
で
、努
め
て
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
を
は
じ
め
、地
域
活
性
化
に
取
り

組
む
地
域
を
訪
問
し
て
、激
励
さ
れ
ま

し
た
。総
務
大
臣
初
訪
問
の
市
町
村
も

多
く
、現
地
で
は
行
政
相
談
委
員
や
郵

便
局
員
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
ら
と

意
見
交
換
を
行
い
、現
場
の
声
を
汲
み

取
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
大
臣
に
は
、ご
在
任
中
に
、数
え
き
れ

な
い
ほ
ど
多
く
の
功
績
を
残
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。大
臣
の
仕
事
振
り
は
、質

的
に
は
も
と
よ
り
、量
的
に
も
圧
倒
的

な
も
の
で
、大
臣
の
ご
尽
力
に
よ
り
、総

務
省
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
大
い
に
進

み
ま
し
た
。

改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。今

後
は
総
務
省
の
応
援
団
長
と
し
て
ご
支

援
を
頂
き
た
く
、宜
し
く
御
願
い
い
た

し
ま
す
。　 

（
一
部
抜
粋
）

　
九
月
の
内
閣
改
造
に
よ
り
交
代
す
る

ま
で
、一
年
八
ヶ
月
に
わ
た
り
総
務
大

臣
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

在
任
中
に
賜
っ
た
ご
声
援
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
は
地
方
創
生
に
か
か
る
衆
議
院

の
特
別
委
員
会
・
与
党
筆
頭
理
事
や
、自

民
党
の
統
合
実
行
本
部
・
筆
頭
本
部
長

代
理
を
拝
命
し
、国
会
側
に
お
け
る
地

方
創
生
の
推
進
役
と
し
て
、大
臣
時
代

と
は
ま
た
別
の
目
の
回
る
よ
う
な
忙
し

さ
の
中
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　「
日
本
を
取
り
戻
す
。」私
達
が
目
指

す
の
は
、経
済
成
長
と
財
政
再
建
を
両

立
さ
せ
、強
い
経
済
と
優
し
い
社
会
を

実
現
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」は
、雇
用
の
改
善

や
賃
金
の
上
昇
な
ど
、一
定
の
成
果
を

上
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、未
だ
歩
み
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

　
特
に
景
気
回
復
の
実
感
を
全
国
各
地

に
お
届
け
す
る
た
め
に
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
特
性
を
活
か
し
た「
地
方
創
生
」

の
強
力
な
推
進
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
併
せ
て
、日
本
の
新
し
い
成
長
を
創

り
だ
す
た
め
に
は
、「
I
C
T
」（
情
報
通

信
技
術
）を
活
用
し
た
技
術
や
、サ
ー
ビ

ス
の
新
し
い
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」を
起
こ
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
医
療
や
教
育
、防
災
な
ど
我
が
国
の

社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
日
本
独
自
の

新
た
な
シ
ス
テ
ム
は
、他
国
の
課
題
解

決
に
も
活
用
で
き
ま
す
。日
本
は
こ
れ

ら
を「
国
際
展
開
」す
る
こ
と
で
、世
界

に
貢
献
し
つ
つ
、自
国
の
経
済
市
場
を

拡
大
出
来
る
の
で
す
。

　
始
め
た
ば
か
り
の
安
倍
政
権
の
諸

政
策
を
ま
っ
す
ぐ
進
め
き
る
こ
と
が
、

「
日
本
の
元
気
を
創
り
だ
し
」、国
民
の

皆
さ
ま
に「
明
日
の
希
望
」を
も
た
ら

す
と
信
じ
、精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
日
本
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
つ
く
る

た
め
に
は「
こ
の
道
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」。

皆
様
の
お
力
を
ぜ
ひ
と
も
貸
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　   

　
　
　
　
　
新
藤

　義
孝
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新
藤
総
務
大
臣
の
足
跡

大
臣
在
任
中
の
活
躍
を
知
る
資
料
と
し
て
、
総
務
事
務
次
官
の
「
送
別
の
辞
」
を
転
載
。

提
出
さ
れ
た
法
案
26
本
、
全
て
成
立
。

答
弁
の
回
数
2
5
3
1
回
は

実
に
驚
異
的
な
回
数
で
あ
り
ま
す
。

埼
玉
第
2
選
挙
区・新
藤
義
孝
支
部
長

（
第
2
次
安
倍
内
閣・総
務
大
臣
）の
、

政
治
活
動
と
政
策
を
特
集
し
ま
す
。

日本の元気! 地方創生を推進する。
経済再生の流れを止めてはならない。

総務大臣執務室にて
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